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「男女の役割、ともに考えよう地域課題」というタイトルで、家庭

での性別役割分担意識や自治会役員への女性の参画、防災、ＤＶ、

子どもの虐待防止など、私たちの暮らしの中にある身近な話題を取

り上げた啓発紙芝居を行っています。 

この紙芝居で、私が特に印象に残っている場面があります。そ

れは、仕事から帰宅した奥さんに対して夫がかける「おかえり。

遅かったなあ、待ってたんやで。早くご飯の用意して。おなか減

った～」というセリフです。この場面について、みなさんはどの

ように感じますか。この紙芝居を通じて、ご自身で、夫婦で、また家族で考える機会にしていただければ

と思います。出前講座は、自治会以外にも各種団体やグループなどでお申し込みいただけます。興味のあ

る方は、ぜひご連絡をお待ちしております。（✎松村 勝） 

（連絡先 東近江市市民部人権・男女共同参画課 TEL：0748-24-5620 IP：050-5801-5620） 
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男女共同参画推進員会だより

回覧 

 

電子紙芝居の様子 

推進員の活動内容 

男女共同参画週間 街頭啓発に参画して 

男女共同参画に関する出前講座「電子紙芝居」を行っています 

男女共同参画推進員は、現在、令和７年４月から２年間の任期で市から委嘱を受けた６人が活動してい

ます。推進員の主な活動は、毎月１回の定例会議、男女共同参画週間に行う街頭啓発、秋から冬にかけて行

われる出前講座です。他にも、男女共同参画に関するフォーラムや講演会に参加しています。 

 

男女共同参画週間中の６月 24日（火）に私たち推進員は、市内のスーパーで、

市内を拠点に活動する女子野球チーム「東近江バイオレッツ」さん（右の写真）

と一緒に、街頭啓発を行いました。啓発物を手渡ししながら、週間が始まったこ

とを周知し、家庭や職場においても男女が手を取り合い「一人一人が個性を認め

合い、誰もが幸せ感じる社会に」と訴えました。（✎廣田 博文） 

東近江バイオレッツさんとの 
街頭啓発 



 

 

 

 

 

 

ジェンダー平等な未来を切り拓く若者のための学びと行動の場を提供さ

れておられる一般社団法人 GENCOURAGE（ジェンカレッジ）の櫻井彩乃代表理

事と学生によるジェンダー平等に向けたトークセッションを拝聴いたしま

した。その中で、性の多様性について、悩んでいる当事者でなければ難しい

テーマですが、自身が経験したジェンダーに関するモヤモヤから「自分ごと

化」することの重要性を院生の方が発表され、とても印象的でした。 

ジェンダー政策に対するバックラッシュ（反動）が世界的に吹き荒れる今、 

日本社会に根強く残っている性別に関する固定観念を乗り越え、一人ひとりが身近なモヤモヤから「自分ごと化」

することこそが第一歩であり、積極的に取り組まなければならない課題だと思いました。（✏中村 陸） 

 

 

滋賀県のジェンダーギャップ指数の全国順位は行政：３位、政治：12位、教育：41 位、経済：44位となって

います。行政分野では女性副知事の在位、県の審議会や防災会議での女性割合が高いです。経済分野では、男女

賃金格差や共働き家庭で家事育児に費やす時間の男女格差が大きく、女性が能力を存分に発揮できるように、職

場や家庭での意識改革を進めることが鍵となります。推進員活動は、この意識改革の一助となれるよう目指して

いきたいと思っています。（✏岡井 雅子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「日本女性会議 2025 橿原 日本国はじまりの地から未来へ～多様性を認め合う社会の実現を～」に参

加しました。男女共同参画社会の実現を目指す国内最大級の大会で、2025年 10月３日〜５日に橿原市（奈

良県）で開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

国立女性教育会館（NWEC）主催「地域における男女共同参画推進研修」にオンライン参加しました！！ 

 

国立女性教育会館が開催した「地域における男女共同参画推進研修」にオンライン参加しました 

まだ男性中心の考え方が残って

いる場面も多いと感じています。

疑問を感じることもあり、勉強会

に参加させてもらっています。気

楽に肩をはらずに…で良いという

ことです。ひとりでも仲間をおさ

そいしたいです。（✎平井） 

 

私が推進員になったのは海外留学中

に性別に関係なく、誰でもリーダーにな

れる環境を体感し、帰国後に日本の女性

管理職比率が OECD※中最下クラスである

現実に衝撃を受けたからです。自分にで

きることを始めようと手を挙げました。

誰もが力を発揮できる推進員会にぜひ

参加しませんか。（✎岡西） 

※経済協力開発機構 

 

 

一人一人の個性を認め合いながら、誰もが幸せを実感できる社会を実現するため、活動しませんか？ 

啓発活動や啓発紙の発行、研修会への参加など、一緒に取り組んでいただける人を募集しています。 

▼応募方法・詳細 

応募資格や手続きの詳細は、右の QRコードからホームページをご覧ください。 

※お電話でもお問合せいただけます。 

▼連絡先 東近江市 市民部 人権・男女共同参画課 

TEL：0748-24-5620 IP：050-5801-5620 

 

一緒に活動してみませんか？ 

～東近江市男女共同参画推進員を募集しています～ 

研修会 参加報告 

トークセッションの様子 


